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入
居
社
会
人
の
募
集
、
ま
た
新
た
な
若

者
を
受
け
入
れ
る
準
備
や
面
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
軒
目
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
予
定
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
平
成
三
〇
年
二
月

末
に
賃
借
期
間
が
終
了
と
な
り
、
そ
の

後
の
継
続
賃
借
の
可
能
性
が
確
定
し
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
会
員
の
皆
様
に
ご

支
援
い
た
だ
い
て
い
る
若
者
も
定
職
に

つ
き
自
立
へ
向
け
て
安
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
法
人
と
し
て
は
新
た
に
支

援
を
必
要
と
す
る
若
者
を
支
え
て
い
き

た
い
と
考
え
、
同
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
閉

鎖
し
、
新
た
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
す
み

れ
ハ
ウ
ス
」
の
み
の
開
設
と
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

◎
実
家
と
し
て
の
居
場
所

　
昨
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
自
立

援
助
ホ
ー
ム
や
施
設
で
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
継
続
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
（
す
み

れ
レ
タ
ー
三
号
四
頁
の
井
上
仁
教
授
の

記
事
参
照
）、
児
童
養
護
施
設
退
所
後

の
子
ど
も
へ
の
支
援
が
少
な
い
な
か
、

制
度
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
て
支
援
を

受
け
ら
れ
な
い
若
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
す
み
れ
ブ
ー
ケ
は
、
そ
の
よ
う

な
制
度
に
よ
る
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

若
者
を
対
象
に
、
失
敗
し
た
り
進
学
後

に
つ
ま
づ
い
た
り
し
て
も
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
で
生
活
す
る
こ
と
を
通
じ
て
進
め

て
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
社
会

人
と
住
む
こ
と
の
意
味
を
重
視
し
、
社

会
人
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
相
談
で

き
、
知
り
た
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え

る
環
境
、
そ
し
て
安
心
し
て
帰
れ
る
、

失
敗
し
て
も
戻
れ
る
実
家
と
し
て
の
居

場
所
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

◎
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
家

庭
的
な
サ
ポ
ー
ト

　
新
た
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
す
み
れ
ハ

ウ
ス
」
で
は
今
年
四
月
で
四
年
目
を
迎

　NPOすみれブーケでは、会員向け
に「すみれレター」年 2回発行して
います。今回その中から記事の一部を
ダイジェストでご紹介いたします。
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え
る
一
人
の
若
者
が
「
準
社
会
人
枠
」

と
し
て
、
新
た
な
支
援
を
受
け
る
若
者

の
入
居
を
待
ち
な
が
ら
自
立
に
向
け
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
親
が
い
て
も
親
と
の

関
係
性
を
絶
た
ざ
る
を
得
な
い
な
か
、

こ
れ
か
ら
も
社
会
で
生
き
て
い
く
若
者

で
す
。
そ
の
若
者
が
住
む
「
す
み
れ
ハ

ウ
ス
」
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
二
名

を
配
置
し
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
相

談
で
き
、〝
一
人
で
は
な
い
〟
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
家
庭
的
な
寄
り
添
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
者
の
笑
顔
に
す

み
れ
ブ
ー
ケ
の
活
動
の
意
義
を
感
じ
て

い
ま
す
。

◎
啓
発
広
報
活
動

　
多
く
の
方
々
に
私
た
ち
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
す
み
れ
ブ
ー

ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
を
今
年
六

月
一
八
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
際
に
は
多
く

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
と
応

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
す
み
れ
ブ
ー
ケ
は
若
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
理
事
長
　
内
田
朝
代
）

　
居
場
所
事
業
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
運
営

で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
若
者
の
居
場
所

を
設
け
る
た
め
に
世
田
谷
区
桜
上
水
に

４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
一
軒
家
を
賃
借
し
、
今
年

４
月
か
ら
新
た
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
す

み
れ
ハ
ウ
ス
」
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

公
的
資
金
が
得
ら
れ
な
い
な
か
、
民
間

の
助
成
金
で
あ
る
「
ろ
う
き
ん
若
者
応

援
フ
ァ
ン
ド
２
０
１
７
」
を
活
用
し
、

ハ
ウ
ス
内
の
造
作
・
備
品
等
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
厚
意
で
家
具
や
家
電
、
雑
貨

等
も
寄
付
を
い
た
だ
き
魅
力
あ
る
ハ
ウ

ス
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
す
み
れ
ハ
ウ
ス
」
開
設
し
ま
し
た
！

★
第
４
号
か
ら�

２
０
１
７
年
１０
月
発
行

　
す
み
れ
ブ
ー
ケ
は
、
会
員
の
み
な
さ

ま
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

設
立
よ
り
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
一
八

歳
に
な
り
児
童
養
護
施
設
か
ら
退
所
し

た
若
者
は
、
そ
の
後
の
支
援
が
少
な
い

な
か
過
ご
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か

う
若
者
た
ち
の
「
実
家
と
な
る
居
場
所

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
略
）
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1 　児童福祉法に明記された子どもの権利

　２０１６年児童福祉法が改正をされました。一番大きな改

正は、児童福祉法の理念と目的に「子どもの権利」が明

記されたことです。

　児童福祉法は、戦災孤児の救済の必要性から、子ども

の保護を目的に制定された法律です。そのためにこれま

では、健全に子どもを育成することが理念として示され、

いかに子どもを保護するかがその目的とされてきまし

た。

　今回の改正で、次のようになりました。

第 １条　全て児童は、児童の権利に関する条約の精

神にのつとり、適切に養育されること、その生活

を保障されること、愛され、保護されること、そ

の心身の健やかな成長及び発達並びにその自立が

図られることその他の福祉を等しく保障される権

利を有する。

第 ２条　全て国民は、児童が良好な環境において生

まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児童

の年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重

され、その最善の利益が優先して考慮され、心身

ともに健やかに育成されるよう努めなければなら

ない。（ ２項・ ３項略）

　一番大きな変更点は、「子どもの権利条約に基づく子

どもの権利の尊重」が明記されたことです。これまでは、

子どもは保護される対象という “ 客体 ” でしかありませ

んでしたが、この改正によって子どもは育つ主体として

認められ、第 ２条に書かれたように権利の主体者として

子どもの意見も尊重され、保護者だけにとどまらず国や

自治体にその責務があることが明記をされました。

　もちろんこれだけでなく、今回の法改正では、児童虐

待防止の強化、自治体や児童相談所の体制強化（中核市・

２３区への設置）、里親の推進なども打ち出され、２０１７年

４ 月から（一部は２０１６年１０月から）施行されます。

2 　子どもの最善利益と若者支援

　子どもにとっての最善利益とは何かを理解をする必要

があります。子どもにとっての最善利益は、子ども誰も

が育つことのできる環境を得るということに尽きるかと

思います。育つ権利とは何かということになりますが、

その終着点は自立して社会に参加をするということにな

ります。自立して社会に参加する環境が子どもの利益と

して確保されること、すなわち、家族の状況や経済的状

況など、子ども自身が選択できない環境に左右されるこ

となく、まさに誰もがその能力に応じて同じように社会

参加できるようにしていくことが子どもの最善の利益と

いえます。つまりフェアスタートの確保ということにな

ります。

　しかし、実際にはわが国の子どもの貧困率は、六人に

一人までに高まっており、日々の食に窮する子どもたち

のための子どもの食堂や大学等進学のための無料学習塾

などの活動が報道され続けられています。日本大学文理

学部学生ボランティア活動の桜んぼ塾もその一つで、当

初は児童養護施設の子どもさんの学習の機会を提供する

ための学習塾としてスタートしましたが、現在は子ども

家庭支援センターとの連携などもあり、地域の一人親の

子どもさんや学校に行きにくい事情を抱える子どもさん

が増えてきて、毎週 １回の塾にもかかわらず３０数名の子

どもさんが通ってきています。桜んぼ塾だけでなく、学

生ボランティアが参加する世田谷ゼミナールや子ども食

堂に、多くの子どもさんが集まってきているとの報告も

あります。

　世田谷区は、全国に先駆けて設置された子ども若者部

若者支援担当課によって、社会的保護を要する子どもの

ための「せたがやフェアスタート事業」がスタートして

います。これは児童養護施設や里親を巣立った若者に安

価な住宅と給付型奨学金を給付する制度で、社会的保護

を必要とする子どもの最善利益を実現するための施策と

いえるものです。この世田谷のフェアスタート事業が、

一人親や経済的に困窮した子どもたちのために拡大さ

れ、全国でこのような制度がスタンダードになった時児

童福祉法の目的が達成されます。

３ 　すみれブーケシェアハウスの意義

　フェアスタート事業の先にNPO法人すみれブーケが

運営するシェアハウスが位置づけられます。施設・里親

以後に社会でうまくいかなかったときに、実家のように

再スタートできる場所として運営されています。児童福

祉法の改正では、自立援助ホームや児童養護施設・里親

でも２２歳まで（大学卒業程度まで）子どもを継続してみ

ることが制度化されました。大きな前進がありました。

　しかし、若者が社会に出て何らかのアクシデント（退

学・失業・疾病等）のため一時的な避難場所としての施

設などや、実家のように生活をしながら再出発できるよ

うにする自立支援事業はまだ認められていません。だか

らこそNPO法人すみれブーケは、子どもの未来の安心

を保障する存在として、若者のモデルとなる社会人や

コーディネーターによって支えられ、再出発するための

緊急雛場所でもあり実家として機能する暮らしと学びの

場として、シェアハウスを位置づけていきたいと思って

います。未来の安心を保障することが、子どもの最善利

益の保証につながっているのです。

２０１６年児童福祉法改正――若者自立支援への影響
日本大学文理学部社会福祉学科教授　井上　仁

★第 ３号から� ２０１７年 ３ 月発行
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3 特定非営利活動法人　若者の自立支援すみれブーケ

す
み
れ
ち
ゃ
ん

［居場所づくり］シェアハウス運営の方針
　すみれブーケは、児童養護施設等を退所後、生活していくなかで失敗したり、進学したけどつまづいたり
したときに、再チャレンジしたい若者を支援しています。その活動の中心がシェアハウスを運営することに
よる「若者の居場所づくり」です。居場所といっても、すみれブーケの運営するシェアハウスは、単に住居
を提供するというわけではありません。
　親がいても親に頼ることのできない若者、親との関係性を絶たざるを得ないなか社会で生きていく若者た
ちです。失敗したりつまずいたりしたときに、何が必要でしょうか。皆さんが、そうしたときに当たり前の
ようにしていること　　家族にぐちったり、相談したり、泣いたり、怒ったり、怒られたり　　それが彼や
彼女たちにはできません。そこですみれブーケは次のように考えています。� 【 2 号からの抜粋】

■社会人と住むことを重視

　すみれブーケは、若者がシェアハウスで社会人と共
に住むことを重視しています。「ひとりではないよ！」
と思ってもらえるように、すみれブーケは彼や彼女た
ちに寄り添っています。

●社会人と住むことのメリット●
・困ったとき相談できる。
・落ち込んだとき励ましてくれる。
・話を聞いてくれる。
・いつでも知りたいことを教えてもらえる。
・コミュニケーションをとること（一声かけるこ
と）の大切さを学ぶことができる。

■コーディネーターを配置

　社会人と一緒に住んだからといって、必ずしもいつ
もうまくいくわけではありません。一緒に住むからこ
そ、つらいこともあります。そこで、すみれブーケで
はコーディネーターを配置しています。

●コーディネーターの役割●
・若者が相談したいときにすぐ相談に応じる。
・いっしょに住む社会人との関係調整を行う。
・暮らしの中でのルールの大切さを説明する。
・公的書類の書き方や提出方法・法律関係・お金
の使い方・バイト先の手続等など、社会的自立
に向けたアドバイスやサポートを行う。

　
こ
の
す
み
れ
ブ
ー
ケ
を
若
い
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
と
、
難
し
い
文
章
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト
で
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に「
す
み
れ
ち
ゃ
ん
」と「
ゆ

う
た
く
ん
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
す
み
れ
ち
ゃ
ん
と
ゆ
う
た

く
ん
と
い
う
名
前
は
、
福
音

寮
の
子
ど
も
た
ち
に
考
え
て

も
ら
っ
た
多
く
の
候
補
の
中

か
ら
、
理
事
会
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
合
う
も
の
を
選
び
ま

し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
は
少
し
悩
み
ま
し
た
。
リ
ア
ル
感
の
あ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か
、
動
物

や
少
し
緩
め
の
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
か
迷
い
ま

し
た
が
、
悩
ん
だ
末
に
、
ア
ニ
メ
の
デ
フ
ォ

ル
メ
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
ま
し
た
。

デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
な
ら
子
ど
も
に
も
、
大
人
の
人
に
も
親
し

み
や
す
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
す
み
れ
ち
ゃ
ん
は
、
パ
ッ
と
見
て
可
愛
い

な
と
思
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
、
ゆ
う

た
く
ん
は
、
当
初
は
髪
型
が
も
っ
と
長
か
っ

た
の
で
す
が
、
女
の
子
に
見
え
て
し
ま
い
そ

う
だ
っ
た
の
で
、理
事
会
で
検
討
し
た
結
果
、

髪
を
短
く
し
ま
し
た
。
目
も
細
く
少
し
鋭
い

感
じ
だ
っ
た
の
を
親
し
み
や
す
く
少
し
目
を

大
き
く
デ
ザ
イ
ン
し
直
し
た

り
、
何
度
も
修
正
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
考
え
た

こ
と
は
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
見
て
「
あ
っ
、
す
み

れ
ブ
ー
ケ
の
す
み
れ
ち
ゃ
ん

と
ゆ
う
た
く
ん
だ
！
」「
そ

う
い
え
ば
こ
う
い
う
活
動
を

し
て
い
る
キ
ャ
ラ
だ
よ
ね
」

な
ど
、
少
し
で
も
認
知
さ
れ

や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

若者による
若者支援

ゆ
う
た
く
ん

★
第
３
号
か
ら�

２
０
１
７
年
３
月
発
行


